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[i3tJ0]近年スポーッ滋学の分野において、従来のシステ

ムとは興なった高気j五綾繁(HBO;hyperoaric oxygen)が試みら

れており、我々の先行研究においても薮労の早期間援や筋損

傷などの傷事j会議促進に効果があることが判明している。今

館、我々は戦者H員協の治催促進におけるHBOの高部性につい

て組織学的および分子生物学的に検討することを怒的とした。

{方法19適齢のWistcr系議性ラット(56頭〉に対して蘇静下

で膝畿毅籍中央部に2mmの横切を加えた後、 E部O群(2ATA従}

分、 i臼i邸、 5邸/15題、切断後2遡留まで殻高10図〉とcontrol群

に分け、 3日、 l滋、 2)握、 4)題目{各7顕)の肉践的所見、綴織

学的所見(H-E染色、Azan染色)、分子生物学的解析σ'ype1お

よび'lype盟procoltagenm-RNA，τ'G巳 slm-RNA)を行ったo

m-RNA!ま膝遣を毅務中央1/3よち採取した綴織をisogenにて撤

出した後、 Type1 pP以;ollngenm‘RNAはNorthenhybridization 

ρ1G)を行い経持的変化を定i量的に評錯し、 Type盗

procollagen m-RNA， TGF-戸Im-RNAはRTヂCR(35鶴)を行い定

性的に評龍iした。

i結果}向操的、綴織学的所見において、問。群の断裂部

{立は会側ともに切断後2巡eHこてほほ綴痕綴織で充たされた

のに対して、 control群は4遜自にほl:.rrl1うたした。 m.RNAの発

現レベルでみると、∞ntro1群でiまType麗proc{)llagenおよび

TGぶslmぷNAの発現盤はともに3自白より増加しl遜fHこ畿
大となりその後は徐々に誠少した。部O群ではいずれも

ωntrol群とほぼ問機な発現務惑をf詳したが、 380の発現麓

はωntωi群に比べ若手少ないもののi趨笛から2過密にかけて

はほcontrol群と!苛じ発現最に達した後蒋ぴ減少し、 4溜131こ

は幸子しく低下した。 Type1 proωllagen m-RNAは、 ωntrol群で

は切断後続時的に徐々に発議撃は増加したのに対して、問。

群では3日自にはcontrol群とほぼ向じ発議撃であったが1遜目

印くO.削減、ら2漉跨(pく0.05)にかけて急速に増加し、その後4遊

eI(pく0.01)には逆に低下した。

{考察}総裁が損傷すると線胞は議i註状態になり畿棄は不

足する。この依震を索状態の錨践に高気圧殻棄を使つで費支索を

送り込むことは組織修援の過緩において数々な影響を及ぼす

ことが考えられる沿今踏め研究結築より、受傷竿期における

地 Oによる綾素供給は自i註球などから放出さ才Lるサイトカイ

ンの1つであるTGF-j11(繊綾芽締胞を弼激する作用〉への影

響は少ないと考えられる。ところが、 HBOによる畿紫供給は

受傷後1遜毘から2巡回にかけての急速在繊維芽綴胞の増織や

Type 1 procol1agenの合成を惹認してコラーゲン生成を急速に

挺進させる結果が待られたことは、血管新生を来す前のHBO

による酸素供給が大きな婆践であることが考えられる。以上

よ号、 E溜0は韓帯損協の治議選設におけるコラーゲン生成を

促進させる効果があ号、緑帯損傷を来したスポーツ選手に対

する卒期復織に有用性;があると考えられる。
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